
町
報

町
報
�

町
報
�

2
0
1
2

◎
主
な
内
容
�

ス
キ
ー
　
大
好
き
－
！
（
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）

（
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）
�

第
3
3
回
江
府
町
西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー
教
室
（
鏡
ヶ
成
ス
キ
ー
場
に
て
）
�

ス
キ
ー
　
大
好
き
－
！
（
滑
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
）
�

第
3
3
回
江
府
町
西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー
教
室
（
鏡
ヶ
成
ス
キ
ー
場
に
て
）
�

2
～
3
�

4
～
5
�
6
�

1
0
�

1
3
�

1
4
�

1
5

●
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
…
…
…
�

●
第
3
3
回
江
府
町
西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー
教
室
…
�

●
町
の
話
題
（
奥
大
山
の
雪
が
神
戸
市
へ
ほ
か
）
…
…
�

●
肺
炎
予
防
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
関
連
情
報
に
つ
い
て
…
�

●
情
報
コ
ー
ナ
ー
（
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
団
体
募
集
！
ほ
か
）
…
�

●
行
事
あ
れ
こ
れ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
�

●
人
の
動
き
（
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
　
ほ
か
）
…
�



2平成24年２月号�

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を�
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を�
消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を�

江
府
町
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度�

１月18日、防災・情報センターで『江府町消防団協力事業所表示証交付式』が行われ、

町内12事業所に、消防団活動の協力事業所の証として「表示証」が交付されました。�

　
消
防
団
員
は
、
本
業
の
傍
ら
、
ひ
と
た
び
火
災
や

災
害
が
発
生
す
る
と
、
昼
夜
を
問
わ
ず
出
動
し
活
動

を
行
い
ま
す
。�

　
“奉
仕
精
神
„を
持
っ
て
入
団
し
た
団
員
が
、
消
防

活
動
に
従
事
す
る
た
め
に
は
、
事
業
所
（
勤
務
先
）

の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
す
。�

　
町
で
は
制
度
を
受
け
、
日
頃
か
ら
消
防
団
活
動
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
事
業
所
に
「
表
示
証
」
を

交
付
し
、
各
事
業
所
に
掲
示
さ
れ
ま
す
。
「
自
ら
の

地
域
は
自
ら
で
守
る
」
基
本
理
念
の
啓
発
と
、
新
規

事
業
所
の
開
拓
、
消
防
団
員
の
確
保
を
図
り
ま
す
。�

・㈲大岩酒造本店�

・㈲安達商事�

・ライトハウスこたに�

・㈲中野製材所�

・㈲白石商事�

・江尾ドライクリーニング�

・サントリープロダクツ㈱�

　天然水奥大山ブナの森工場�

・㈱コーセン�

・㈱かわばた�

・西岡林業�

・おかもと旅館�

・ダイセン縫製㈱�

江
府
町
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証�

　
昭
和
二
十
九
年
十
月
の
町
村
合
併
に
伴
い
、
翌
三

十
年
三
月
、
合
併
前
の
旧
町
村
単
位
の
消
防
団
を
統

合
し
て
江
府
町
消
防
団
が
発
足
し
ま
し
た
。
組
織
は
、

本
部
と
七
個
分
団
で
、
総
勢
三
百
十
二
人
で
構
成
さ

れ
ま
し
た
。�

　
そ
の
後
、
急
激
な
過
疎
化
に
よ
る
団
員
確
保
が
深

刻
さ
を
増
し
た
た
め
、
昭
和
四
十
年
四
月
、
組
織
の

改
革
を
行
い
、
本
部
二
人
、
江
尾
在
住
者
に
よ
る
第

一
分
団
二
十
三
人
、
役
場
職
員
に
よ
る
第
二
分
団
二

十
五
人
、
総
勢
五
十
人
に
集
約
さ
れ
ま
し
た
。
後
に

第
一
分
団
の
資
格
は
、
町
内
在
住
者
に
変
更
さ
れ
現

在
に
至
り
ま
す
。�

伝
統
と
歴
史
あ
る
江
府
町
消
防
団�

交付を受けた事業所�
（敬称略・順不同）�

表示証（縦30センチ、横21センチ、�
厚さ１センチのプラスチック製）�



3 平成24年２月号�

�

消
防
団
員
が
不
足
し
て
い
ま
す�

　
消
防
庁
の
消
防
団
員
数
の
全
国
調
査
に

よ
る
と
、
平
成
十
七
年
九
十
万
八
千
人
が

平
成
二
十
三
年
に
は
八
十
八
万
人
と
六
年

間
で
約
二
万
八
千
人
減
少
し
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
“本
業
と
の
兼
務
„�

の
難
し
さ
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
江
府

町
で
も
、
第
一
分
団
で
四
名
欠
員
し
て
い

ま
す
。�

�

女
性
消
防
団
員
が
増
え
て
い
ま
す�

　
女
性
消
防
団
員
数
は
、
平
成
十
七
年
一

万
三
千
八
百
人
が
平
成
二
十
三
年
に
は
一

万
九
千
六
百
人
と
六
年
間
で
約
五
千
八
百

人
増
加
し
て
い
ま
す
。�

　
一
月
十
八
日
、
江
府
町
臨
時
議
会
で
、

女
性
消
防
団
員
に
よ
る
「
第
三
分
団
」
の

新
設
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

　
消
防
団
の
業
務
は
、
火
災
や
豪
雨
災
害

等
有
事
の
活
動
の
ほ
か
、
防
火
の
広
報
・

指
導
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
防
火
訪
問
と
い

っ
た
予
防
防
災
活
動
も
重
要
な
業
務
で
す
。�

　
女
性
な
ら
で
は
の
「
ソ
フ
ト
で
細
や
か

さ
」
を
生
か
し
、
男
女
が
お
互
い
共
同
で

業
務
を
遂
行
す
る
こ
と
で
、
業
務
の
幅
が

広
が
る
と
と
も
に
、
地
元
に
根
ざ
し
た
活

動
が
期
待
で
き
ま
す
。�

消
防
団
員
の
現
状�

あ
な
た
の
“チ
カ
ラ
„を
求
め
て
い
ま
す�

江
府
町
・
第
三
分
団
の
新
設�

　
私
た
ち
江
府
町
消
防
団
は
、
江
府
町
の

安
心
・
安
全
の
た
め
に�

�

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守
る
」�

を
基
本
理
念
に
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。�

私
た
ち
と
一
緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
。
ま

ず
は
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

【
問
い
合
わ
せ
】�

　
　
　
江
府
町
消
防
団
事
務
局�

　
　
　
　
（
江
府
町
役
場
　
総
務
課
内
）�

�

消
防
団
員
と
は�

普
段
は
会
社
員
、
農
業
な
ど
の

本
業
に
従
事
し
な
が
ら
、
火
災

や
災
害
警
戒
時
に
出
動
し
、
住

民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
性
格
を
持

っ
た
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公

務
員
で
す
。�

910,000�

900,000�

890,000�

880,000�

870,000�

860,000�

850,000�

840,000�
�

20,000�

19,000�

18,000�

17,000�

16,000�

15,000�

14,000�

13,000�

12,000
平成17 平成18 平成19 平成20 平成21 平成22 平成23

19,577

879,978
883,698885,394888,900

892,893
900,007908,043

13,864
14,665

15,502

16,699

17,879

19,043

消
防
団
員�

女
性
消
防
団
員�

消防団員数(全国)の推移�

　
江
府
町
消
防
団
で
は
、
こ
の
た
び
の
第

三
分
団
新
設
に
よ
り
、
女
性
団
員
を
十
名

募
集
し
ま
す
。�

�

○
募
集
期
限�

　
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
（
金
）
ま
で�

○
募
集
人
員�

　
十
名�

○
主
な
勤
務
内
容�

　
有
事
（
火
災
な
ど
）
の
後
方
支
援
、
防

　
火
の
広
報
活
動
な
ど�

※
入
団
資
格
は
下
記
の
と
お
り�

女
性
消
防
団
員
募
集
！�

　
　
　
― 

江
府
町
第
三
分
団 

―�

○
募
集
期
限�

　
平
成
二
十
四
年
三
月
九
日
（
金
）
ま
で�

○
募
集
人
員�

　
四
名�

○
主
な
勤
務
内
容�

・
火
災
・
事
故
あ
る
い
は
災
害
な
ど
が
発

　
生
し
た
際
の
応
急
活
動�

・
活
動
に
必
要
な
技
術
の
訓
練�

・
防
災
の
広
報
活
動
　
な
ど�

※
入
団
資
格
は
左
記
の
と
お
り�

�

○
入
団
資
格�

　
十
八
歳
以
上
六
十
歳
ま
で
（
平
成
二
十

　
四
年
四
月
一
日
現
在
）
の
江
府
町
在
住

　
の
方
。�

た
だ
し
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は

入
団
で
き
ま
せ
ん
。�

・
成
年
被
後
見
人
ま
た
は
被
保
佐
人�

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

　
行
を
終
え
る
ま
で
の
人
、
ま
た
は
そ
の

　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で

　
の
人�

・
江
府
町
消
防
団
員
と
し
て
懲
戒
免
職
の

　
処
分
を
受
け
、
そ
の
処
分
の
日
か
ら
二

　
年
を
経
過
し
な
い
人�

・
三
か
月
以
上
、
江
府
町
を
離
れ
て
生
活

　
を
す
る
こ
と
を
常
と
す
る
人�

消
防
団
員
募
集
！�

　
　
　
― 

江
府
町
第
一
分
団 

―�

江府町消防団�
大岩泰彦団長�



4平成24年２月号�5 平成24年２月号�

　
一
月
三
十
日
か
ら
二
月
一
日
ま
で
、
第
三
十
三
回
江
府
町
・
西
ノ
島
町
交
歓
ス
キ
ー
教
室
が
行
わ
れ
、
両
町
の
五
年
生
児
童
・
二
十
七
名
（
江
府
町
十

名
、
西
ノ
島
町
十
七
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。�

　
姉
妹
町
交
流
の
一
環
と
し
て
、
夏
に
江
府
小
児
童
が
西
ノ
島
町
で
の
臨
海
学
校
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
た
び
は
、
西
ノ
島
町
の
児
童
を
迎
え
て
ス
キ

ー
教
室
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。�

第3333回江府町西ノ島回江府町西ノ島  町交歓スキー教室町交歓スキー教室�第3333回江府町西ノ島回江府町西ノ島  町交歓スキー教室町交歓スキー教室�第33回江府町西ノ島  町交歓スキー教室�
17人の“友だち”を迎えて�

１日目（１月30日）�

２日目（１月31日）�

３日目（２月１日）�

　マイナス２度の休暇村奥大山。江府小の10人は、

手作りの横断幕を掲げて、“友だち”の到着を心待ち

していました。半年ぶりの再会です。�

　午後３時10分、西ノ島の“友だち”17人の乗った

バスがついに到着。皆元気です。ちょっと照れくさ

い再会でした。�

　合同開会式のあと、３班に分かれて約一時間のス

キー教室へ。“友だち”17人中16人がスキー初体

験です。奥大山スキー学校の指導員から、転び方や起き上がり方など基礎から教わりました。江

府の児童が“友だち”を気遣う微笑ましい場面もありました。教室の終了する頃には、全員が歩け

るようになりました。�

　午後５時半から夕食。すき焼きです。鍋を囲んで賑やかに食べていました。�

　入浴後、午後８時から交流会です。学校紹介やゲームで交流を深めました。�

　午後９時半就寝。忙しい１日目がやっと終わりました。�

め　ら　だに�

　西ノ島の“友だち”は、鏡ヶ成から奥大山スキー場に移動し、午前

８時45分から約２時間のスキー教室です。広いゲレンデを思い思い

に滑走していました。リフトを乗り継ぎ上部の女良谷コースも体験

しました。教室が終了し指導員とのお別れ。指導員は「もう大丈夫。

全員自分の力で滑れるようになった。指導冥利に尽きる」と。�

　西ノ島の“友だち”は、バスで奥大山を後にし、防災･情報センタ

ーに寄り道。江府町の児童が出迎えるなか、竹内町長が「交歓会の

出会いを大切に、

“友だち”との交流が今後も長く続くよう」あいさつ。バスに乗り

込む“友だち”に江府町の児童が手紙を手渡していました。バスが動

きだすと大きく手を振って別れを惜しみました。�

　今年一番の寒波で日本海の波が高く、フェリーが欠航。西ノ島の

“友だち”は松江市に泊まりました。�

　午前７時起床、午前７時半から朝食。午前９時か

ら３時間のスキー教室です。昨日の疲れからか元気

のなかった児童も、スキーを履いた瞬間元気になり

ました。終わる頃には、緩斜面で滑れるようになり

ました。�

　昼には合同の記念写真撮影。雪空が一転して晴天に。

烏ヶ山も姿を現しました。�

　昼食後再びスキー教室。全員リフトで上に。転倒する児童もいましたが、全員滑走しました。�

　午後３時半閉会式。江府小の10人はここでお別れです。“友だち”全員が見送ってくれました。お互

いいつまでも手を振っていました。�

　ここからは、西ノ島の“友だち”だけでのスキー教室です。ゲレンデ上部から何回も楽しそうに滑り

降りていました。昨日から延べ６時間の教室でここまで成長しました。指導員の技術と児童の努力の

結果です。�



6平成24年２月号�

美
味
し
く
残
さ
ず
食
べ
ま
し
た�

　
子
供
の
国
保
育
園
で
“も
ち
つ
き
会

｢

奥
大
山
の
雪｣

が
神
戸
市
へ�

　
阪
神
淡
路
大
震
災
一
・
一
七
の
つ
ど
い�

平
成
二
十
五
年
春�

『
第
六
十
四
回
全
国
植
樹
祭
』�

「
ト
ッ
キ
ー
ノ
」
来
町�

　
一
月
二
十
七
日
、
子
供
の
国
保
育
園

で
、杵
と
臼
を
使
っ
た
恒
例
の
“も
ち
つ

き
会
„が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
安
全
安
心
な
農
産
物
の
供
給
と
地
域

と
の
交
流
を
図
る
「
み
ち
く
さ
推
進
会

議
（
会
長
三
輪
典
子
さ
ん
）
」
が
、
材

料
な
ど
全
て
提
供
し
、
毎
年
こ
の
時
期

に
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
推
進
会
議
・
会
員
九
名
に
保
護
者
会

の
お
父
さ
ん
三
名
が
補
助
し
、
園
児
た

ち
は
、
交
代
で
杵
で
も
ち
を
つ
い
た
り
、

つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
を
丸
め
た
り
と
、

昔
な
が
ら
の
も
ち
つ
き
を
楽
し
み
ま
し

た
。�

　
出
来
上
が
っ
た
も
ち
は
、
給
食
で
雑

煮
と
な
り
、
園
児
た
ち
は｢

お
い
し
い｣

と
連
呼
し
な
が
ら
残
さ
ず
き
れ
い
に
食

べ
ま
し
た
。�

題�話�の�町� 題�話�の�町�

江
府
町
の
財
政
見
通
し
説
明
会�

　
“安
全
安
心
な
暮
ら
し
„を
目
指
し
て�

　
一
月
十
六
日
、
サ

ン
ト
リ
ー
天
然
水
奥

大
山
ブ
ナ
の
森
工
場

周
辺
で
集
め
た
「
奥

大
山
の
雪
」
が
、
四

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
神

戸
市
に
届
け
ら
れ
ま

し
た
。�

　
「
奥
大
山
の
雪
」

は
、
翌
朝
開
催
さ
れ

る
「
阪
神
淡
路
大
震

災
一
・
一
七
の
つ
ど
い
」
で
、
震
災
犠

牲
者
を
追
悼
す
る
大
小
十
七
体
の
“雪

地
蔵
„に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
、
“つ
ど
い
„の
実
行
委

員
会
の
要
請
を
受
け
、
平
成
二
十
二
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。�

　
阪
神
淡
路
大
地
震
は
、
平
成
七
年
一

月
十
七
日
早
朝
五
時
四
十
六
分
に
発
生

し
、
六
千
四
百
三
十
四
人
が
犠
牲
と
な

り
、
今
年
十
七
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。�

　
一
月
十
九
日
、
『
第

六
十
四
回
全
国
植
樹

祭
』
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
が｢

ト
ッ
キ
ー
ノ｣

と
と
も
に
来
町
し
ま
し

た
。�

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
か
ら

大
会
の
宣
伝
と
歓
迎
挨

拶
の
あ
と
、
大
会
の
成

功
を
願
い
“の
ぼ
り
旗
„�

に
寄
せ
書
き
を
し
ま
し

た
。�

　
第
六
十
四
回
全
国
植

樹
祭
は
、
森
林
・
緑
に

対
す
る
国
民
的
理
解
を

深
め
る
た
め
、
平
成
二

十
五
年
の
春
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
を
お

迎
え
し
て
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。�

　
式
典
な
ど
の
メ
イ
ン
会
場
は
、
と
っ

と
り
花
回
廊
で
す
が
、
江
府
町
鏡
ヶ
成

高
原
で
も
植
樹
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
す
。�

　
一
月
二
十
五
日
、
江
府
町
財
政
状
況

説
明
会
が
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
　�

　
平
成
二
十
二
年
度
決
算
内
容
の
説
明

と
今
後
十
年
間
の
推
計
が
説
明
さ
れ
ま

し
た
。�

　
起
債
（
建
設
事
業
等
の
借
入
金
）
残

高
と
元
利
償
還
金
の
減
少
、
人
件
費
の

カ
ッ
ト
や
投
資
事
業
の
抑
制
な
ど
行
政

改
革
に
よ
り
、
実
質
的
な
収
支
は
黒
字

で
推
移
し
ま
す
。�

　
今
後
、
老
朽
化
し
た
中
学
校
改
築
な

ど
“安
全
安
心
な
暮
ら
し
„の
た
め
の
事

業
実
施
が
必
要
で
あ
り
、

適
切
な
財
政
運
営
と
更

な
る
経
費
削
減
を
図
っ

て
い
く
必
要
性
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
か
ら
は
、｢

交

付
税
は
今
後
ど
う
な
る

か
」、｢
町
の
重
点
施
策｣

に
つ
い
て
な
ど
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。�



7 平成24年２月号�

　
一
月
二
十
一
日
、
奥
大
山
ス
キ

ー
場
に
お
い
て
第
三
十
七
回
奥
大

山
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町

内
外
か
ら
六
十
三
名
が
参
加
し
ま

し
た
。�

�

　
当
日
は
雪
ま
じ
り
の
雨
が
降
る

あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
選

手
の
皆
さ
ん
は
寒
さ
に
も
負
け
ず
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
力

と
技
を
競
い
合
い
ま
し
た
。�

�

　
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

　
（
小
中
学
生
は
六
位
ま
で
、
一

般
は
三
位
ま
で
表
彰
。
所
属
は
町

内
参
加
者
分
の
み
掲
載
）�

●
大
回
転�

　
小
学
女
子
低
学
年〔
出
場
三
名
〕�

　
①
　
白
石
　
寧
々
（
江
府
小
）�

　
②
　
内
田
　
南
海�

　
③
　
後
　
　
美
優�

�
　
小
学
男
子
低
学
年〔
出
場
四
名
〕�

　
①
　
長
尾
　
駿
弥�

　
②
　
影
山
　
大
貴
（
江
府
小
）�

　
③
　
岡
田
　
岳
人
（
江
府
小
）�

　
④
　
柳
生
　
共
映�

�

　
小
学
女
子
高
学
年〔
出
場
三
名
〕�

　
①
　
小
谷
　
香
夏�

　
②
　
小
谷
　
未
空�

　
③
　
後
　
　
妃
奈�

�

　
小
学
男
子
高
学
年�

　
①
　
長
尾
　
海
斗�

　
②
　
内
田
　
青
空�

　
③
　
柳
生
　
考
勇�

　
④
　
秋
田
　
竜
貴�

　
⑤
　
高
木
　
滉
汰
（
江
府
小
）�

　
⑥
　
加
藤
　
碩
男
（
江
府
小
）�

�

　
中
学
女
子〔
出
場
一
名
〕�

　
①
　
高
木
　
愛
華
（
江
府
中
）�

　
中
学
男
子〔
出
場
二
名
〕�

　
①
　
藤
原
　
有
恭
（
江
府
中
）�

　
②
　
長
谷
川
真
之�

�

　
成
年
女
子〔
出
場
三
名
〕�

　
①
　
下
垣
　
祐
委(

米
子
高
専)�

　
②
　
末
次
　
佳
奈
（
米
子
工
）�

　
③
　
石
原
　
里
奈�

�

　
成
年
男
子�

　
①
　
高
津
　
亮
二�

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）�

　
②
　
川
上
　
拓
磨�

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）�

　
③
　
大
澤
　
聖
一
（
米
子
工
）�

�
　
マ
ス
タ
ー
ズ
男
子〔
出
場
二
名
〕�

　
①
　
加
藤
　
義
也�

　
　
　
　
　
　
（
奥
大
山
Ｓ
Ｃ
）�

　
②
　
大
前
　
辰
馬�

　�●
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
回
転�

　
一
般
男
子〔
出
場
三
名
〕�

　
①
　
木
村
　
や
す
と
も�

　
②
　
間
東
　
由
充�

　
③
　
角
房
　
豊
史�

●
距
離�

　
小
学
男
子
低
学
年〔
出
場
五
名
〕�

　
①
　
河
本
　
　
海�

　
②
　
内
藤
颯
一
郎�

　
③
　
河
本
　
　
仁�

　
④
　
内
藤
琳
太
郎�

　
⑤
　
原
　
　
生
命�

�

　
小
学
女
子
高
学
年�

　
①
　
遠
藤
　
葵
恵�

　
②
　
本
庄
　
未
来�

　
③
　
本
田
　
萌
果�

　
④
　
藤
定
　
由
真�

　
⑤
　
柴
田
　
笑
里�

　
⑥
　
原
　
み
づ
き�

　
小
学
男
子
高
学
年〔
出
場
五
名
〕�

　
①
　
河
本
　
　
龍�

　
②
　
假
谷
　
智
志�

　
③
　
足
羽
　
光
一�

　
④
　
遠
藤
　
一
希�

　
⑤
　
原
　
　
昂
士�

�

　
中
学
女
子〔
出
場
三
名
〕�

　
①
　
浅
田
　
彩
絵�

　
②
　
遠
藤
　
花
奈�

　
③
　
遠
藤
　
芙
憂�

�

　
中
学
男
子〔
出
場
二
名
〕�

　
①
　
田
邊
　
真
矢�

　
②
　
川
上
　
光
隆
（
江
府
中
）�

寒
さ
に
も
負
け
ず
熱
戦
を
展
開
！�

第
三
十
七
回
奥
大
山
ス
キ
ー
大
会 

開
催
！�
第
三
十
七
回
奥
大
山
ス
キ
ー
大
会 

開
催
！�
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＊「学びたい」あなたを応援します＊�

江府町進学奨励金支給制度のお知らせ�江府町進学奨励金支給制度のお知らせ�
　江府町進学奨励金制度は、経済的な理由により、高校や大学、専修学校等に進学することが困難な
方に対して奨励金を支給し、修学を支援する制度です。�

●　支給対象者は、次の要件を満たした方です。�

　①　江府町内に居住する者の子弟で、学校教育法に規定する高等学校及び高等専門学校、大学、専修学校

　　及び各種学校に在学する者。�

　②　次のいずれかの制度で修学資金の貸与、または給付を受けている者�

　　　★　鳥取県育英奨学金�

　　　★　鳥取県専修学校奨学資金　　　　�

●　支給額は次のとおりです。支給は年２回、教育委員会で行います。�

　　あらかじめ支給する日を連絡し、さまざまなテーマで研修会を行います。�

　　　★　自宅通学者　　月額　4,000円�

　　　★　自宅外通学者　月額　6,000円�

●　申請には「在学証明書」と「貸与決定通知の写し」が必要です。�

●　平成23年度第２回目支給日は３月１日19：10からです。�

　くわしくは、防災・情報センター１階　人権同和対策室へおたずねください。�

　　　　　　　　　電話　75－2005

　人権・同和問題を国民的課題として啓発活動がそれほど展開されていなかった、終戦後の昭和20年

代半ば、私が小学生だった頃のことを振り返ってみると、身近な生活圏内では人権侵害に該当すると

思われる事案は枚挙にいとまがない状況でありました。�

　かつての日本人は他人同士であっても家族同然に助け合いながら協力し合って暮らしたものだと年

配者は異口同音に懐かしがりますが、反面、プライバシーの全くない環境でもありました。�

　確かに良好な関係を保っている場合もありましたが、ご近所トラブルは今と変わらずありましたし、

さらには近所の気に食わない人の悪口とかが飛び交うのを母の傍らで聞いた記憶もあります。�

　その頃の実体験のひとつですが、父は下戸でしたので、近所の知人数人と毎夜のように催されるの

は酒席でなく、炬燵かテーブルを囲んでの「茶話会」でした。まさに緑茶と菓子を前にしての情報交

換の場です。私は物心つく頃から、時々父の大きなあぐらの中に入って大人達の茶飲み話を聞くこと

がありました。その話題の多くは他所の家の人に関するうわさ話や悪口でした。しかし、そんな場で

父が話すのは、決まって日露戦争後の中国東北地方(満州)に日本軍騎兵隊の兵士として駐屯していた

ときの思い出話かその場を笑いで和ます下ネタ話であり、他人を批判する話題は極力避けているよう

に思えました。�

　その父が折に触れて教えてくれたのは「人と話をするとき、そこにいない人のことが話題になった

ら、その人を目の前にしては言えないようなことは喋るな」と言うことでした。�

　父は、「人権」と言う言葉すら知らなかったあの頃、他人の心を傷つけないよう常に心配りをして

いた訳で、心優しかった亡き父の言葉は今も忘れることなく心に留めています。�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペンネーム【急須】�

　…このコーナーでは、みなさんからの投稿をお待ちしています。教育委員会人権同和対策室までお

寄せください。�

「父が教えてくれたこと」�

人権コーナー�

　責任のない他人のうわさ話、なにが面白くてするのでしょうか。今も昔も、

自分のことはたなにあげて。それが後でどんなに相手が傷つくことであって

も知らぬ、存ぜぬ、そ知らぬ顔。そんな話が誰をも楽しい思いにも、幸せな

気持ちにもさせない事を、身をもって教えられたペンネーム「急須」さんの

お父さん。だれもが「自分」を大切にし、大切にされるためのとても大事な

心配りは、ひとりぼっちでは生きてゆけない人間としての社会生活の基本だ

と思うのです。今一度、私達も胸に手をあてて考えてみようではありませんか。�
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学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

学
校
お
助
け
隊
だ
よ
り

説明を熱心に聞く子ども達�

Hey everybody,�

How is this year going for you so far? Well, I hope. For me, things have been going alright. January 

is over and I'm glad to have that month of cold weather behind me. Let's hope we get an early 

spring this year. �

　The cold has kept me homebound most of the month so I don't have very much to talk about. I 

should mention though, that I have decided not to stay in Kofu for a third year as an ALT. I have 

enjoyed my time here very much and I will never forget all the wonderful people I've met and 

experiences I've had. I will still be in Kofu until August but then it's back to America to try and 

start my career as a high school science and math teacher.�

Hopefully it warms up a bit and I'll have more to talk about next time.�

Until then,�

Kyle�

�

みなさん、こんにちは。�

�

　新しい年になりましたが、お元気でお過ごしですか。私は順調にやっています。１月も終わり、寒

い季節が早く過ぎて行ってくれればうれしいのですし、早く春が来てくれるように願いたいものです。�

　寒い季節は、どうしても家の中に居ることが多く、お話しできることもそれほどないのですが、ひ

とつだけお伝えしておかなければならないことがあります。それは、ALTとしての三年目をここ江府

で過ごすのをやめようと決心したことです。ここでの生活はとても楽しく、出会ったすばらしい人た

ちのことや経験したことは決して忘れることはできないと思います。江府には今年の８月まではいま

すが、その後はアメリカに帰り、高校で理科と数学の教員として、新たな生活をスタートしたいと考

えています。そのことについては、また次回にもう少しお話が出来ればと思っています。�

�

　では、またその時まで。�

　カイル�

カイル先生のほのぼのコラム⑰

　
初
詣
・
お
年
玉
な
ど
新
春
恒
例

行
事
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

江
府
小
学
校
の
新
春
恒
例
は
書
き

初
め
。
競
書
会
も
あ
る
た
め
、
一

月
に
な
る
と
、
ど
の
学
年
も
書
写

の
学
習
に
力
が
入
り
ま
す
。�

　
な
か
で
も
、
三
年
生
以
上
が
取

り
組
む
毛
筆
は
、
普
段
使
わ
な
い

条
幅
紙
な
の
で
、
字
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
が
難
し
く
、
子
ど
も
達
も
四

苦
八
苦
。
そ
ん
な
と
き
に
、
頼
り

に
な
る
の
が
、
学
校
お
助
け
隊
で

す
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
中
尾
慶

治
郎
さ
ん
が
、
指
導
に
来
て
下
さ

い
ま
し
た
。�

������������

　
筆
の
運
び
方
や
字
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
、
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
達
も
、

一
時
間
の
学
習
の
中
で
ど
ん
ど
ん

上
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

�������������������

　
学
校
お
助
け
隊
で
は
、
み
な
さ

ん
の
特
技
を
生
か
し
た
学
習
支
援

も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

　
学
校
支
援
地
域
本
部
事
務
局�

　
　
　
　
　
　
七
五
―
二
二
二
三�

　
今
日
、
書
写
が
あ
り

ま
し
た
。
江
尾
の
町
を

い
っ
し
ょ
に
行
っ
て
い

っ
て
く
だ
さ
っ
た
中
尾
先
生
が
、

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
美

し
い
空
」
を
か
き
ま
し
た
。
中
尾

先
生
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
、
冬
休
み
に
書
い
た
の
よ
り

も
う
ま
く
書
け
ま
し
た
。
中
尾
先

生
が
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を

も
と
に
し
て
、
も
っ
と
上
手
に
書

き
た
い
と
思
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。�

　
わ
た
し
は�

「
う
ま
く
書
け
た
！
」�

と
言
い
ま
し
た
。
中
尾
先
生
が
教

え
て
く
れ
た
こ
と
が
勉
強
に
な
っ

た
か
ら
、
う
ま
く
書
け
た
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
中
尾
先
生
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。�

　
　
　
　
　 

児
童
の
日
記
よ
り�



肺炎球菌ワクチンとインフルエンザワクチンの併用接種について�
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肺炎予防に関する�

アンケート調査の関連情報について�

肺炎予防に関する�

アンケート調査の関連情報について�
　平成23年８月に実施したアンケート調査で明らかになったことなどについて、
町報１月号に引き続き、今月号でもお伝えします。�

　両方を接種した人は、インフルエンザワクチンのみを接種した人と比較すると、「安心して
外出できるようになった」、「風邪をひかなくなった」と回答した人の割合が高く、効果を実
感している人が多いとの結果になりました。�
　この併用接種については、既に医学的な研究調査により、�
�
�
�
�
�
�
�
ことがわかっています。�

肺炎球菌ワクチンとインフルエンザワクチンの両方を接

種することで、万が一、肺炎にかかった場合も、症状の

重症化を予防できる�

江府町では、全国に先駆けて、平成15年度から肺炎球菌ワクチンの接種費

用の助成に取り組むとともに、誤嚥性肺炎予防を目的とした口腔ケアを実

施してきましたので、これら長年の取組の成果が出たと考えられます。�

肺炎による死亡の状況について�
　平成12年から16年の５年間と、平成17年から平成21年の５年間を比較すると、男女とも明ら
かに肺炎による死亡が減少していることがわかりました。�

【グラフの見方】�

　全国平均値を100と考えます。�

　平成12～16年における江府

町の肺炎による死亡は、男性

が全国平均の約２倍、女性が

約1.5倍でした。�

　平成17年から21年には、全

国平均ほどに肺炎による死亡

が減少しています。�

H12-16

H17-21
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鳥取県内でインフルエンザが�

流行しています!!

鳥取県内でインフルエンザが�

流行しています!!
　平成24年１月25日付で鳥取県内にインフルエンザ注意報※１が発令されました。�

　１か月以内に大きな流行が発生するおそれがありますので、感染予防や咳エチケットなどの励行に

つとめ、インフルエンザを予防しましょう。�

　※１インフルエンザ注意報：注意報基準は定点数10以上、警報基準は定点数30以上です。�

　　　　　　　　　　　　　　定点とは感染症情報に協力をいただいている医療機関を指します。�

【予防法】�
　　○普段から、栄養と睡眠を十分にとり、体の抵抗力を高める。�

　　○人ごみに出るときは、マスクを着用する。�

　　○外から帰った後のうがい、まめな手洗い。�

　　　（特に、手の甲、指先・つめの間、指の間、親指、手首は洗い残しがあります。注意して洗い

　　　　ましょう。）�

　　○１時間に１回は部屋の換気を行う。�

�

【感染したかなと思ったら】�
　　マスクを着用し、早めにかかりつけ医や最寄りの内科・小児科を受診しましょう。�

冬季に流行する�

ノロウイルス予防について�

冬季に流行する�

ノロウイルス予防について�
ノロウイルスは、人の腸内で増殖し、おう吐、下痢、腹痛などの症状を引き起こします。１～２日間

症状が続いたあと軽快しますが、子どもや高齢者など体の抵抗力が弱っている方は長引いたり、重症

化することがあります。普段からの予防につとめましょう。�

�

【予防法】�
　　○手洗いの実施。特に食事の前、トイレに行った後、調理の前、排泄の介助や便・おう吐物の処

　　　理のあとはしっかり手を洗いましょう。�

　　○加熱が必要な食品は中心部までしっかり加熱する。（85℃以上で１分間以上）�

　　○加熱できない食品は流水でしっかり洗う。�

�

  塩素系漂白剤について�
　　ノロウイルスには薄めた塩素系漂白剤での消毒が効果的です。�

　ペットボトルのキャップ２杯分（約10ml）の塩素系漂白剤をペットボトルに入れ、水を満たし、よ

く振って混ぜ合わせてください。�

※塩素系漂白剤（ハイターなど）はスーパーなどで購入できます。代表的な市販の塩素系漂白剤約５％の次亜塩素　

酸ナトリウムが含まれています。�

●便やおう吐物が付着した衣類、トイ

　レなどを消毒する場合�

　　→500mlのペットボトル�

●調理器具の消毒、おもちゃ、直接手で触れる部分�

　（ドアノブなど）を消毒する場合�

　　　　　　　　　　　　　→２　ペットボトル�
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農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより農業委員会だより�農業委員会だより�

審議案件は、全て承認されました。�
１）農用地利用集積計画書（案）について　　５件�
２）農業委員会員選挙人名簿登載申請の審査について�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　2,158人�

農業委員会総会（１月）�２月の農地相談会�

お気軽にご相談ください。�

◎相談日　平成24年２月29日(水)　午後1時30分から�

◎場　所　山村開発センター�

農地の効率的な利用や権利移動（売買・貸借）に�
関することは、農業委員会にご相談ください�

耕作しないでいると耕作しないでいると�耕作しないでいると�

許可なく転用すること許可なく転用すること�許可なく転用すること�

現在、農地について所有権・賃借権などを有する者は、きちんと耕作したり、耕作できなければ、

地域の担い手に貸すなど、農地を適正かつ効率的に利用しなければならない旨の責務を明確化し、

「農地の確保・貸借の促進・効率的な利用」を進める「新たな農地制度」スタートしています。�

農業委員会が、年１回の農地利用状況調査を行い、遊休農地の所有者に対する指導・勧告等を行います。�

　農地法の改正により、農業委員会も優良農地の確保、維持のため新たな役割を担うことになりご理解の程

をよろしくお願いいたします。�

原状回復等の命令、罰則の適用があります。�

農業委員会が指導するケース�
　　１年以上にわたって農作物の栽培が行われておらず、かつ、今後、農地所有者等の農業

　経営に関する意向、農地の維持管理（草刈り、耕起等）の状態等からみて、農作物の栽培

　が行われる見込みがないなど。�

農業委員会の指導に従わないケース�
遊休農地である旨を通知します。�

農業委員会が所有者に対して、誰かに貸借等し、農地の有効活用を行うよう必要な措置を取

るよう勧告します。�

①違反転用�

　３年以下の懲役または300万円以下の罰

　金（法人は一億円以下の罰金）�

②違反転用における原状回復命令違反�

　３年以下の懲役または300万円以下の罰

　金（法人は一億円以下の罰金）�



予備自衛官補（一般、技能）�
陸・海・空自衛隊幹部候補生募集�　鳥取県労働委員会では、近年増加する労働問題をめぐ

る紛争の解決を行います。�

　紛争の解決機関“労使ネット”を設置し、労働者や事

業主の皆さんからの相談に対応します。�

労使ネットとっとりの『労働相談』�
公平中立・簡易迅速・無料�

平成24年度の自衛官採用試験が行われます。�

身分は、特別職国家公務員及び非常勤の国家公務員です。�

※１：保有資格等により異なります�

※２：飛行要員希望者は5月13日(日）�

�

その他各種コースの試験も募集しています。�

【問い合わせ】�

自衛隊米子地域事務所（電話：0859－33－2440）�

平成24年度�

13 平成24年２月号�

【問い合わせ】�

労使ネットとっとり　鳥取県庁　第二庁舎７階�

（鳥取県労働委員会個別労使紛争解決支援センター）�

　電話0857－26－7560

【相談例】�

解雇、退職、賃金未払い、

退職金、労働時間、年次

有給休暇など�

【相談の対象者】�

正社員、パート等の労働

者（雇用形態不問）及び

事業主�

電話：0120-77-6010
フリーダイヤル（通話料は無料です）�

受付：平日の午前８時30分から午後５時15分まで�

予備自衛官�
（技能）�

自衛隊幹部�
候補生�

予備自衛官�
（一般）�

区　分� 受付期間� 試験日� 試験科目�
対象年齢�

H24.7.1現在�

18歳以上�
53歳未満※１�

22歳以上�
26歳未満�

18歳以上�
34歳未満�

小論文、面
接、身体検
査等�

筆記試験�

筆記試験、
面接、身体
検査等�

2月1日(水)�
～4月27日(金)

1月11日(水)�
～4月4日(水)

5月12日(土)�
※２�

4月13日(金)�
～4月16日(月)�
のうち1日�

使用者も労働者も必ずチェック最低賃金！�
鳥取県最低賃金　１時間646円�

（平成23年10月29日発効）�

特定産業別最低賃金�

○期　間：平成24年２月23日(木)～３月８日(木）�

　　　　　　午前８時30分から午後５時まで�

○場　所：江府町役場　2階会議室�

　　　　　江府町選挙管理委員会�

農業委員会委員の選挙人名簿の縦覧について�

　平成25年春に鳥取県で開催される「第64回全国植樹祭」

で植樹される苗木を、期間まで大切に育てていただける、

県内の学校や企業・自治会などの団体を募集します。�

○苗木の種類：コナラ、スダジイなど�

　　　　　　（樹種の指定は出来ません）�

○申 込 期 限：平成24年２月29日（水）まで�

【お問い合わせ・申し込み先】�

　江府町役場　農林課　電話：75－3222

苗木のホームステイ・団体募集！�

○申込期限：平成24年２月24日まで�

○試 験 日：【学科】平成24年６月10日（日）�

　　　　　　【実地】平成24年10月21日（日）�

【お問い合わせ】�

　財団法人建設業振興基金　試験研修本部�

　〒105－0001　東京都港区虎ノ門4－2－12�

　虎ノ門４丁目ＭＴビル２号館３階�

　電話：03－5473－1581

１級建築施工�
１級電機工事　管理技術検定�

　厚生労働省・鳥取県労働局・ハローワークでは、雇用
創出効果が高い、健康・環境分野での雇用創出に向けた
人材確保を目的とした、「成長分野等人材育成支援事業」
を実施しています。�
　成長分野等の事業主が、成長分野等以外の産業から労
働者を移籍により受入れ、必要な職業訓練を行う場合に
奨励金が支給されます。詳しくは、下記にお問い合わせ
ください。�
【お問い合わせ】　�
鳥取県労働局職業安定部　電話：0857－29－1707�
米子公共職業安定所根雨出張所電話：72－0065

成長分野等人材育成�
支援事業の奨励金について�

【お問い合わせ】�

　米子労働基準監督署　電話：0859－34－2231

特定産業�

鳥取県電子部品・
デバイス・電子回
路、電気機械器
具、情報通信機械
器具製造業�

平成24年１月27日�735円�

鳥取県各種商品�
小売業� 平成24年２月９日�695円�

発効年月日�最低賃金�
（１時間あたり）�

事業主の
�

方へ�



ハローワークハローワークからから求人情報求人情報�ハローワークから求人情報�

●求人情報・採用に関することなどは米子公共職業安定所�
根雨出張所 (電話72-0065) へ連絡して下さい。�

●広域隣保活動・児童館事業の参加希望者は、本五集会所（７５－２６２４）へ連絡して下さい。�

江府町人権同和問題啓発標語�

江府小学校６年　手　島　莉　菜　手をつなごう　笑顔いっぱい　江府町�
江府小学校６年　浦　部　和　奏　差別をなくす　その一歩は　自分から�

学校名、学年は応募があった平成22年度時点で掲載しています。�

行� あ� こ�事� れ� れ�
都合により、日程が変更される場合があります。� ３月�２月�
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日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �
�

1�
�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

�

8�

�

9�

10�

11

�

木�
�

金�

土�

日�

月�

火�

水�

�

木�

�

金�

土�

日�

ふれあいデー�

もの忘れ外来�

ひなまつりお茶会�

江府町少年少女野球教室�

たたらフォーラム�

�

ふれあいデー�

�

ふれあいデー�

家族の会�

広域隣保活動（生花教室）�

ぼちぼち倶楽部�

�

第３回奥大山スノーソフトバレーボール大会�

子供の国保育園�

江尾診療所�

子供の国保育園�

運動公園総合グラウンド�

日野町文化センター�

�

子供の国保育園�

�

子供の国保育園�

総合健康福祉センター�

本町五丁目集会所�

総合健康福祉センター�

�

休暇村奥大山�

10：00～11：30�

�

10：00～、13：30～�

13：00～�

13：00～16：45�

�

10：00～11：30�

�

10：00～11：30�

10：00～12：00�

19：00～21：00�

13：30～15：30�

�

10：00～�

受付�
13：00～16：00

日�曜日� 行 事 名 �場 所 �時 間 �

13�
�

14�
�

15�

�

�
�

16�

�

�
�

17�

�

18�

�

19�

20�
�

21�

�

22�
�

23�

24�

�

25�

�
�

26�
�

27�
�

28�
�

29

月�
�

火�
�

水�

�

�
�

木�
�

�

�

金�

�

土�

�

日�

月�
�

火�

�

水�
�

木�

金�

�

土�

�
�

日�
�

月�
�

火�
�

水�

�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

江尾診療所�
�

総合健康福祉センタ

ー�
�

総合健康福祉センタ

ー�

総合健康福祉センタ

ー�

だいせんホワイトリゾート�

防災・情報センター�

江府中学校・友信館�

�

�

子供の国保育園�

江府小学校�

総合健康福祉センタ

ー�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

子供の国保育園�

防災・情報センター�

本町五丁目集会所�

奥大山スキー場�

日野総合事務所　大会議室�

�

10：00～11：30�

13：30～15：30�

�

9：30～15：00�

10：00～�

�

�

�

13：30～15：00�

�

9：00～�

14：00～15：30�

18：15～�

�

�

10：00～11：30�

10：00～�

9：30～11：30�

13：30～15：30�

10：00～11：30�

19：00～20：30�

10：00～�

13：00～15：30�

14：00～17：00�

7：45～16：00�

13：30～16：00�

�

10：00～11：30�

�

13：30～16：00

�

ふれあいデー�

公民館講座（パッチワーク）�

�

明徳学園�

体験入園�

もの忘れ外来�
�

子供の国保育園児フッ素塗布�
�

�

赤ちゃん健診・ＢＣＧ予防接種�

�

公民館講座（フラダンス）�

あそぼうスポーツ�

�

�

ふれあいデー�

江府小学校体験入学（年長児）�

�

公民館講座（樹脂粘土）�

ふれあいデー�

公民館講座（いけばな）�

和太鼓指導（年中児）�

公民館講座（和紙折紙）�

広域隣保活動（カラオケ教室）�

奥大山スキーボーダークロス大会�

日野郡男女共同参画連絡会報告会�

�

ふれあいデー�

１歳６か月児・２歳児健診�

農地相談会�

受付�
13：00～13：30

受付�
13：00～16：00

受付�
13：00～13：30

補聴器修理相談会�
（トーシン米子補聴器センター）�

第12回県民スポーツ・レクリエー�
ション祭（スキー・スノーボード）�

補聴器修理相談会�
（中国補聴器センター）�

受付①年長・年中�
　　13：00～13：30�
　　②年少・未満�
　　14：00～14：30

【問い合わせ】�
鳥取県男女共同参画センター（倉吉市駄経寺町212-5）�
電話：0858－23－3901　ＦＡＸ：0858－23－3989

たたらフォーラム�
―奥日野の地域に眠るたたらに光を―�３/４�

（日）�　かつて日野郡で隆盛を極めた「たたら」
について、皆さんも一緒に再認識してみませんか？�
◎日時：３月４日（日）午後１時～午後４時45分�
◎場所：日野町文化センター�
◎内容：講演　「奥日野のたたら製鉄と近代化」�
　　　　野原建一さん（県立広島大学名誉教授）ほか�
◎主催：「たたら」魅力発信事業実行委員会、�
　　　　鳥取県教育委員会�

女性のための法律講座�
一歩を踏み出したい�

2/21�

（火）�　結婚・離婚など夫婦間の問題について、
法律や制度の知識は必要です。弁護士の勝俣善重さん
を講師に講演が行われます。�
◎日時：２月21日（火）午後２時～午後４時�
◎場所：倉吉未来中心　セミナールーム２（１階）�
◎内容：講演　勝俣善重さん（法テラス）�
◎定員：女性15名（先着順）�
◎申込：２月16日（木）までに電話またはＦＡＸで�

これなら出来る！を見つけよう�
災害と男女共同参画�

３/３�

（土）�　災害時、自分自身や家族を守るために、
あなたは何ができますか？男女共同参画の視点から考
えてみます。�
◎日時：３月３日（土）午後１時10分～午後４時�
◎場所：倉吉交流プラザ（倉吉パークスクエア内）�
◎内容：講演　相川康子さん(NPO政策研究所専務理事)�
　　　　ワールドカフェ（グループで対話します）�
◎申込：２月26日（日）までに電話またはＦＡＸで�

鳥取県男女共同参画センター『よりん彩』からのご案内�

参加費は無料で託児(無料)もありますが、事前申込みが必要です。�



�

�

◎お誕生おめでとう�

(住　所）　（氏　名）　（性別）（保護者）�

荒　田　藤原　琉奈　女　　 敬史�

尾之上原　宮本　結都　男　　佳世子�

◎ごめい福を祈ります�

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）�

柿　原　清水　�美　79歳　　信雄�

本　一　中尾　　正　84歳　　民子�

西　成　千藤　由江　94歳　　  堯�

洲河崎　浦部　末子　92歳　　貴正�

交通死亡事故ゼロ継続日数�

　　　　2,185日　（２月１日現在）�

火災ゼロ継続日数�

　　　  　  115日　（２月１日現在）�

ご　寄　付�

納付期限�
２月分　�
平成24年４月２日まで�
　日本年金機構から送られ�

ている納付書を添えて金融機�

関でお支払いください。�

　なお、口座振替の方は、上�

記期限が振替日です。�

�

�

社会福祉協議会に次の方からご寄付をい

ただきました。�

（１月分）敬称略�

◎見舞い返しとして�

　　大河原　清水　干城　本人退院�

　　助　澤　加藤すみ子　本人退院�

　　吉　原　新見　昭三　本人退院�

　　美　用　川上　裕子　本人退院�

　　美　用　川上　卓雄　本人退院�

　　本町一　堀田　博敏　本人退院�

◎香典返しとして�

　　小江尾　長尾　忠行　坂本静枝死去�

　　柿　原　清水　信雄　父�美死去�

　　本町一　中尾　民子　夫正死去�

　　西　成　千藤　　堯　叔母由江死去�

町の人口　3,434人（－６）�

男　1,602人（－２）�

女　1,832人（－４）�

�

世帯数　1,133世帯（＋２）�

�

１月末現在（　　）は前月比�

１月届�
（敬称略）�

人の動き�

15 平成24年２月号�

江府町社会福祉協議会から�
（電話：７５－２９４２）�

「スペース・サイエンス・ワールドinとっとり�

ふ く し に�

福祉座談会を開催しました� ご寄付ありがとう�
ございました�

　　鳥取県労働福祉協議会西部
支部から同協議会により行われ
た街頭募金の中から、12万５
千円の寄付をいただきました。�
　地域福祉事
業等に有効に
使用させてい
ただきます。�

　１月24日、本町二丁目で“地
域福祉のあり方”について、協
議会の事業説明と皆さんとの意
見交換を行ないました。活発な
座談会となりました。皆さんの
集落にも出か
けます。希望
がありました
ら、ご連絡を
ください。�

　小惑星探査機「はやぶさ」が持ち帰った、小惑星イトカワの微粒
子が一般公開されるほか、基調講演や展示コーナーなど宇宙に関す
る話題が満載です。映画「はやぶさ/HAYABUSA」の主題歌を歌
うfumikaが、25日来場します。この機会に是非ご来場ください。�
○日　時：２月25日(土)・26日(日）9：00～17：30�
○場　所：倉吉未来中心�
○入場料：無料�
○その他：当日は混雑が予想されます。県中部総合事務所周辺の臨
　　　　　時駐車場をご利用ください。シャトルバスを運行します。�
【問い合わせ】鳥取県企画部教育・学術振興課�
　　　　　　　電話：0857－26－7814

企画展『鳥取鉄道物語－山陰線開通100年－」�
　明治45年３月１日、山陰線が京都－出雲今市（現出雲市駅）間で
開通し、今年で百年となります。鉄道開通により、人口移動や産業
構造など鳥取県は大きく変化しました。�
　この展覧会では、この百年間の鳥取県内の歩みを紹介します。�
○日　時：２月11日(土)～３月20日(火）9：00～17：00�
○場　所：鳥取県立博物館２階　第１・２特別展示室�
○観覧料：一般600円、団体（20名以上）400円、大学生以下・障
　　　　　がいのある方・要介護者等及びその介護者・70歳以上の
　　　　　方は無料�
【問い合わせ】鳥取県立博物館（鳥取市東町2－124）�
　　　　　　　電話：0857－26－8042

図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ�図書館からのお知らせ図書館からのお知らせ�図書館からのお知らせ�

スイーツ・スイーツ・�
　 レシピ特集レシピ特集�
スイーツ・スイーツ・�
　 レシピ特集レシピ特集�
スイーツ・�
　 レシピ特集�

♪江府町立図書館♪�
平日　8：30～19：00�

土日祝　8：45～17：30

開館時間�

TEL　75－2005

St.valenteine's day�
&　White day 

　家族に、恋人に、友達に･･･甘いお菓子で日頃の「大好き！」を
伝えましょう♪　〈ホワイトデーまで〉�

＊暮らしを彩る マカロン・スタイル�
＊焼かないで作れる！ きれいになるロータルトレシピ�
＊ベイクドチーズケーキ＆レアチーズケーキ�
＊自分で作れるグミの本�
＊A･R･Iのビスケット 12か月の焼き菓子レシピ　　･･･など�
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江
府
町
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
の
し
お
り
か
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ハ
イ
と
返
事
を
し
ま
し
ょ
う�

町
長
後

町
長
後
記�

町
長
後
記�

　
一
月
下
旬
か
ら
、
今
年
一
番
の

寒
気
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
う
し
た
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
一
月
二
十

七
日
、保
育
園
で
の
“も
ち
つ
き
会
„、

一
月
に
三
十
日
か
ら
三
日
間
、
西

ノ
島
町
児
童
を
迎
え
て
の
交
歓
ス

キ
ー
教
室
で
し
た
。�

　
“
も
ち
つ
き
会
„
は
、
み
ち
く
さ

推
進
会
議
の
全
面
的
な
協
力
に
よ
り
、

今
年
六
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
重

さ
約
ニ
㎏
の
杵
に
ふ
ら
つ
く
園
児

も
い
ま
し
た
が
、
保
護
者
会
・
お

父
さ
ん
の
補
助
で
、
リ
ズ
ム
よ
く

上
手
に
つ
い
て
い
ま
し
た
。
貴
重

な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。�

　
一
方
の
交
歓
ス
キ
ー
教
室
。
西

ノ
島
か
ら
十
七
名
が
元
気
に
来
町

し
て
く
れ
ま
し
た
。
う
ち
十
六
人

が
ス
キ
ー
初
体
験
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

奥
大
山
ス
キ
ー
学
校
の
指
導
の
も
と
、

わ
ず
か
数
時
間
の
講
習
で
全
員
滑

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
チ
カ

ラ
に
は
驚
く
ば
か
り
で
す
。
両
町

子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
、
今
後
も

深
ま
る
よ
う
願
い
ま
す
。�

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
こ
う

し
た
様
々
な
経
験
が
、
い
ず
れ
ど

こ
か
で
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。�

　
改
め
て
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。�

　もちをつく音に合わせ、“よい
しょっ”“よいしょっ”の歓声が、
会場に響き渡っていました。�
　｢みちくさ推進会議｣会員のみな
さん、そして保護者会のお父さん
方、大変ありがとうございました。�

保育園『もちつき会』�
1.27


